
夢と希望を胸に、明るい未来へ
　４月６日、町内の小中学校で入学式が行われ、小学校では乙部17人、栄浜３

人、明和３人が、乙部中学校では42人が入学しました。

　新入学の児童生徒は、新たにはじまる生活に希望と不安を胸に抱き、緊張し

ながらも笑顔をみせていました。
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平
成
二
十
九
年
乙
部
町
議
会
第

一
回
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
新
年

度
予
算
案
並
び
に
関
連
案
件
を
提

出
す
る
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
へ

の
所
信
を
申
し
上
げ
、
町
議
会
議

員
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

国
内
経
済
も
よ
う
や
く
回
復
の

兆
し
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
が
、

地
方
は
、
依
然
と
し
て
景
気
の
回

復
は
見
ら
れ
ず
、
国
は
、
地
方
の

人
口
減
少
問
題
や
地
域
活
性
化
、

雇
用
の
維
持
創
出
等
を
図
る
た

め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
更
に
は
、「
１
億

総
活
躍
社
会
の
実
現
」
を
目
指
す

と
し
て
各
種
の
政
策
を
打
ち
出
し

て
お
り
ま
す
が
、
地
域
に
お
い
て

も
即
効
性
あ
る
適
切
な
対
策
を
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
、
今
日
ま
で
極
め
て

厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
、
行
財
政

改
革
の
推
進
を
始
め
、
各
種
補
助

制
度
の
活
用
を
図
る
な
ど
、
合
理

的
事
務
の
推
進
、
就
業
機
会
の
確

保
と
産
業
の
振
興
、
医
療
、
福
祉

の
充
実
、
更
に
は
、
生
活
基
盤
・

環
境
の
整
備
、
防
災
対
策
な
ど
各

般
に
亘
る
施
策
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
活
力
と
希
望
の
持

て
る
豊
か
で
安
全
・
安
心
な
町
づ

く
り
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
に
お
い
て
は
、
地
域
経
済

や
雇
用
不
安
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
夢

と
希
望
の
も
て
る
豊
か
で
住
み
良

い
郷
土
乙
部
町
の
発
展
を
め
ざ
し

て
、
次
の
三
つ
の
基
本
的
姿
勢
の

も
と
で
、
町
政
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
日
ま
で
の
町
政
を
振
り
返
っ

て
み
て
、
町
政
の
根
幹
は
、
豊
か

な
町
づ
く
り
を
進
め
、
住
民
生
活

が
安
定
充
実
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
た
め
に
は
、
町
民
本
位
の
町

政
を
進
め
、
町
民
が
お
互
い
理
解

し
協
力
し
た
中
で
、
心
を
一
つ
に

町
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
何

よ
り
も
大
切
な
こ
と
と
、
思
い
を

新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
お
互
い
知
恵
を
出

し
合
い
、
町
財
政
の
健
全
化
を
堅

※　

町
民
の
暮
ら
し
を
大
切
に

す
る
町
民
本
位
の
町
政

※　

町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
清
潔
公
正
で
民

主
的
な
町
政

※　

健
康
で
心
豊
か
な
活
力
と

希
望
の
も
て
る
町
づ
く
り

Ⅰ
．
町
政
の
基
本
的
姿
勢

は 

じ 

め 

に

平成29年

乙 部 町

町政執行方針

～
誇
り
の
持
て
る
豊
か
で
住
み
良
い
郷
土

乙
部
町
の
発
展
を
目
指
し
て
～

※この町政執行方針は、

平成29年3月8日開会

の第1回町議会定例会

で、冒頭に町長が述べ

たものです。

町政執行方針を述べる寺島町長

　農業経営の安定化

を目指し、引き続き

高収益が見込める立

茎アスパラや高設イ

チゴ、ブロッコリー

などを軸に、新たな

作物の導入や担い手

の育成を行っていき

ます。

　持続可能な漁業を
目指し、サケやニシン、
ナマコ等の種苗放流
やウニ等の増養殖を
行っていきます。また、
スケトウダラやナマコ
等の高付加価値化を
はかり、更なる漁業
経営の安定化を目指
します。

農林業の振興漁業の振興

〔2〕



　

国
の
財
政
が
極
め
て
厳
し
い
状

況
下
に
あ
っ
て
、
国
民
生
活
や
雇

用
不
安
等
を
解
消
す
べ
き
景
気
対

策
等
、
各
種
の
経
済
対
策
等
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
は
、

依
然
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
、「
地

方
創
生
総
合
戦
略
」
、「
一
億
総
活

躍
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
が
、
町
と
し
て
も
、
人
口

減
少
問
題
や
地
域
の
活
性
化
と

い
っ
た
地
方
創
生
に
お
け
る
新
た

な
課
題
に
的
確
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
人
材
育
成
、

地
域
産
業
の
振
興
、
移
住
・
定
住

の
推
進
、
企
業
立
地
等
を
重
点
戦

略
と
し
て
、
今
後
の
町
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
財
政
支
援
制
度

等
の
積
極
的
な
活
用
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
引
き
続
き
行
財
政

改
革
を
着
実
に
推
進
し
、
自
主
自

立
を
目
指
し
た
自
治
体
経
営
を
確

立
し
、
将
来
の
世
代
に
責
任
を
持

て
る
健
全
な
財
政
運
営
を
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
は
、
最
も
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
活
力
と
創
造

性
あ
る
豊
か
な
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
積
極
的
な
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
農
林
・
水
産
業
の
振

興
と
地
域
資
源
の
活
用
を
図
る
な

ど
、
積
極
的
に
支
援
し
、
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
は
、
再
生
プ
ラ

ン
も
着
実
に
成
果
が
出
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
は
、
新
た
な
作
物
の

導
入
は
も
と
よ
り
、
後
継
者
や
担

い
手
対
策
等
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
は
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ
漁
や
イ
カ
漁
な
ど
の
不
振
に
よ

り
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
サ
ケ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
、

ニ
シ
ン
な
ど
育
て
る
漁
業
を
積
極

的
に
推
進
す
る
と
共
に
、
二
次
加

工
な
ど
付
加
価
値
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
地
域
の
活
性
化
と
雇

用
の
場
の
創
出
を
図
る
た
め
、
既

存
産
業
の
育
成
強
化
と
、
新
た
な

企
業
誘
致
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
幹
線
開
業
に
伴
い
、

宿
泊
施
設
（
光
林
荘
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ホ
テ
ル
あ
す
な
ろ
）
と
の
連

携
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
１
）
農
林
業

① 

生
産
者
団
体
の
育
成
・
強
化

　

 （
後
継
者
・
担
い
手
の
育
成
・

支
援
）

② 

農
業
再
生
プ
ラ
ン
の
推
進
（
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
大
豆
、
地
力
増

進
等
）

③ 

付
加
価
値
の
高
い
特
産
物
の
生

産（
高
設
イ
チ
ゴ
、立
茎
ア
ス
パ
ラ
）

④ 

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
（
区

画
拡
大
・
暗
渠
排
水
）

⑤ 

町
有
林
及
び
民
有
林
整
備
事
業

の
推
進

⑥ 

林
道
整
備
事
業
の
推
進
（
魚
つ

き
の
森
線
、
館
浦
町
有
林
一
号

線
、汐
見
栄
豊
線
、右
股
川
沿
線
）

⑦ 

森
林
組
合
の
健
全
な
育
成
と
事

業
の
拡
大

⑧ 

山
村
活
性
化
支
援
事
業
（
蜂
蜜
）

及
び
集
落
支
援
事
業
の
推
進

（
２
）
漁　

業

① 

水
産
環
境
整
備
事
業
（
乙
部
南

部
・
魚
礁
）

② 

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

業
（
乙
部
漁
港
（
乙
部
地
区
・

元
和
地
区
）、
豊
浜
漁
港
）

③
育
て
る
漁
業
の
推
進

　

ア
）　

 

サ
ケ
、
ニ
シ
ン
、
ナ
マ

コ
等
の
種
苗
放
流
事
業

　

イ
）　

 

ウ
ニ
、
ホ
タ
テ
、
ナ
マ

コ
等
の
増
養
殖
事
業

　

エ
）　

 

元
和
漁
港
（
ナ
マ
コ
増

養
殖
モ
デ
ル
事
業
）
の

整
備

　

オ
）　

 

磯
焼
け
対
策
事
業
の
推

進

④ 
資
源
の
高
付
加
価
値
化
（
ス
ケ

ト
ウ
ダ
ラ
、
ナ
マ
コ
等
）

持
し
つ
つ
、
町
民
の
視
点
に
立
っ

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
と
と

も
に
、
町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
住

ん
で
良
か
っ
た
、
町
民
と
し
て
誇

り
を
も
て
る
町
づ
く
り
に
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ. 

町
政
の
課
題
と
主
な
施
策

１
． 

自
主
自
立
の
自
治

体
経
営

２
． 
活
力
あ
る
産
業
の
育

成
と
働
く
場
の
確
保

　ミネラルウォーター

工場の再稼動など、

積極的に企業誘致を

進めてきました。今年

度も地域経済の活性

化を図るため、企業

誘致等の産業の育成

に取り組みます。

　多くの方が安心して
楽しめるよう、海のプー
ルをはじめとして各施
設のバリアフリー化を
行いました。「人にや
さしい町」を目指して、
宿泊施設との連携を
行い、バリアフリーレ
ジャーを積極的に推
進します。

地域経済の振興バリアフリーレジャーの推進
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（
３
）
商
工
・
観
光

① 
地
域
の
消
費
拡
大
と
地
元
産
出

の
農
林
水
産
物
の
二
次
加
工
の

推
進

② 

既
存
企
業
等
の
育
成
、
強
化

③ 

観
光
資
源
及
び
関
連
施
設
の
活

用
（
観
光
拠
点
整
備
事
業
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
事
業
、

宿
泊
施
設
と
の
連
携
）　

④ 

商
品
化
、
販
路
拡
大
支
援
事
業

の
推
進
（
創
生
会
社
と
の
連

携
）　

⑤ 

新
た
な
製
造
業
の
進
出
と
雇
用

の
場
の
確
保

⑥ 

東
京
大
田
区
と
の
連
携
事
業
の

推
進
（
地
方
創
生
広
域
事
業
）

（
１
）
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
充
実

① 

医
療
・
保
健
体
制
の
整
備
（
病

院
経
営
、
医
師
の
確
保
及
び
歯

科
医
院
の
開
設
等
）

② 

こ
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
の
推

進
③
各
種
検
診
等
保
健
活
動
の
推
進

　

 （
特
定
健
診
、
保
健
指
導
、
が

ん
検
診
、
健
康
相
談
、
健
康
教

育
、
産
後
健
康
診
査
等
）

④
心
か
よ
う
福
祉
施
策
の
推
進

　

 （
介
護
支
援
・
予
防
事
業
等
の

推
進
）

⑤ 

子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
（
保

育
料
軽
減
、
学
童
保
育
、
入
学

児
童
支
援
等
）

⑥ 

健
康
づ
く
り
運
動
の
推
進
（
健

康
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
の
連

携
）

⑦ 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
事
業
の
推

進
（
広
域
事
業
）

⑧ 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
推
進
（
地

方
創
生
広
域
事
業
）

（
２
）
生
活
環
境
の
整
備
・
充
実

①
海
岸
、
河
川
、
山
地
等
の
保
全

② 

生
活
道
路
の
整
備
（
町
内
街
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
）

③ 

下
水
道
の
整
備
及
び
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
促
進
事
業
の
推
進

④ 

防
災
・
消
防
施
設
の
整
備
（
非

常
用
電
源
設
備
設
置
な
ど
防
災

用
資
機
材
等
整
備
）　

⑤ 

廃
棄
物
対
策
の
推
進
（
ご
み
、

し
尿
等
）

（
３
）
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

① 

教
育
施
設
等
の
維
持
整
備
（
乙

部
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業
）

② 

子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
（
学

校
給
食
費
助
成
）

③ 

文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

（
４
）
ふ
る
さ
と
会
と
の
連
携

　

ふ
る
さ
と
会
と
の
連
携
を
深
め
、

情
報
発
信
や
ふ
る
さ
と
寄
附
金
な

ど
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
社
会
の
中
で
、
町

民
が
お
互
い
を
思
い
や
り
、
い
た

わ
り
の
心
を
も
っ
て
助
け
合
い
、

安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
、
調
和
の

と
れ
た
き
め
細
か
い
施
策
を
推
進

し
て
、
心
豊
か
な
住
み
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

３
． 

心
豊
か
な
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
形
成

　

当
町
に
お
け
る
大
規
模
な
懸
案

事
業
は
、
そ
の
推
進
に
積
極
的
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、

乙
部
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業
や

公
営
住
宅
、
生
活
施
設
等
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
乙
部
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業

　

公
共
事
業
は
益
々
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
基
盤
整
備
の
充

実
と
と
も
に
産
業
の
振
興
、
雇
用

機
会
の
拡
大
等
波
及
効
果
が
大
き

く
、
国
や
道
の
行
う
事
業
の
積
極

的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
国
道
改
良
事
業
（
来
拝
橋
）

② 

道
道
改
良
事
業
（
乙
部
港
線
、

旭
岱
鳥
山
線
）

③ 

水
産
環
境
整
備
事
業
（
乙
部
南

部
・
魚
礁
）

④ 
元
和
漁
港
（
ナ
マ
コ
増
養
殖
モ

デ
ル
事
業
）
の
整
備

⑤ 

水
産
物
供
給
基
盤
保
全
及
び
機

② 

公
営
住
宅
整
備
事
業　

(

緑
町

地
区
・
三
棟
六
戸)

③ 

移
住
・
定
住
体
験
住
宅
整
備
事

業
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
二
棟
二
戸
）

④ 

医
師
住
宅
整
備
事
業
（
一
棟
一

戸
）

⑤ 

町
道
改
良
事
業
及
び
橋
梁
長
寿

命
化
事
業

⑥
林
道
整
備
事
業

⑦ 

公
共
下
水
道
事
業
（
栄
浜
地
区
）

及
び
浄
化
セ
ン
タ
ー
改
修

⑧ 

観
光
拠
点
整
備
事
業
（
宮
の
森
、

館
の
岬
、
し
び
の
岬
等
）

４
．
公
共
施
設
の
整
備

５
．
開
発
事
業
の
促
進

　家庭の子育てにか

かる負担を軽減するた

めに、引き続き保育料

軽減や入学児童への

支援等を行います。ま

た、子育てサークルな

ど地域と家庭の連携

を推進し、住み良い

町づくりを目指します。

　地震等の災害に対
する日頃からの備え
や、避難場所等をま
とめた「乙部町防災
ハンドブック」を作
成し、全戸配布しま
した。また、防災施
設の整備を行い、災
害時の被害を最小限
にとどめます。

子育て支援事業防災ハンドブック
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能
強
化
事
業
（
乙
部
漁
港
（
乙

部
地
区
・
元
和
地
区
）豊
浜
漁
港
）

⑥ 
治
山
事
業
（
花
磯
・
豊
浜
）
及

び
砂
防
事
業
（
花
磯
川
）

　

当
町
の
財
政
運
営
は
、
町
税
等

自
主
財
源
に
乏
し
く
国
や
道
へ
の

依
存
度
が
高
く
、
町
税
等
歳
入
の

伸
び
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら

長
期
に
わ
た
り
人
件
費
や
物
件
費

等
の
抑
制
を
図
り
財
政
の
健
全
化

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
病
院
会
計
等
各
特
別
会

計
へ
の
繰
出
し
や
公
共
施
設
の
維

持
管
理
費
、
ご
み
・
し
尿
処
理
負

担
金
、
更
に
は
、
介
護
・
福
祉
事

業
や
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
も
大

き
な
財
政
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
職
員
の
一
人
ひ
と

り
が
、
町
の
状
況
を
十
分
認
識
し
、

財
政
負
担
の
少
な
い
各
種
制
度
を

活
用
す
る
な
ど
、
更
に
一
層
知
恵

と
使
命
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
人
件

費
や
諸
経
費
の
抑
制
、
更
に
、
各

般
に
わ
た
る
施
策
の
効
果
的
、
合

理
的
な
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

町
税
等
の
収
納
率
確
保
を
図
り
、

更
に
は
、
公
共
料
金
等
に
つ
い
て

も
過
度
の
財
政
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
適
正
な
受
益
者
負
担
を
お
願

い
し
、
今
後
と
も
健
全
な
行
財
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は
、
各
会
計
と
も

歳
入
歳
出
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

更
に
一
層
効
果
的
、
効
率
的
な
運

営
の
も
と
に
、
国
、
道
等
の
補
助

及
び
交
付
金
制
度
の
積
極
的
な
活

用
や
良
質
起
債
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
年
度
に
お
い
て
も
、

特
に
町
内
の
景
気
浮
揚
と
地
域
の

活
性
化
を
図
る
意
味
か
ら
も
、
投

資
的
経
費
で
、
七
億
三
千
八
百
万

円
を
計
上
す
る
な
ど
、
重
要
施
策

に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
展
開
す

べ
く
予
算
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

三
十
四
年
間
の
町
政
を
踏
ま
え

て
、
今
後
と
も
町
民
の
幸
せ
、
町

の
発
展
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま

い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

乙
部
町
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
、
そ
し
て
乙
部
町
出
身
者
が
ふ

る
さ
と
の
振
興
を
願
い
力
強
く
歩

ん
で
お
り
ま
す
こ
と
は
、
町
政
に

携
わ
る
者
と
し
て
大
変
心
強
く
感

謝
に
耐
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

特
に
、
今
日
ま
で
、
郷
土
の
振

興
発
展
を
願
い
、
管
内
で
も
有
数

の
化
粧
品
工
場
、
水
産
加
工
場
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
宿
泊
施
設
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
工
場
等
の

進
出
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
振
興

及
び
就
業
機
会
の
拡
大
等
、
町
づ

く
り
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
お
り

ま
す
こ
と
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
人
口
減
少
問
題
や

高
齢
社
会
な
ど
大
き
な
課
題
が
山

積
し
、
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
お

り
ま
す
が
、
更
に
町
民
皆
様
と
一

体
と
な
っ
て
、
安
心
・
安
全
で
豊

か
な
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
に
お
い
て
も
新
た

な
行
政
課
題
に
対
応
し
得
る
職
員

の
資
質
向
上
に
努
め
、
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を

持
っ
て
日
常
業
務
に
あ
た
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

町
議
会
議
員
の
皆
様
並
び
に
町

民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

二
十
九
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と

い
た
し
ま
す
。

６
．
行
財
政
の
健
全
運
営

一
般
会
計　

３
４
億
８
千
７
８
５

万
６
千
円
（
対
前
年
比
３
．
３
４
％
の
増
）

特
別
会
計　

２
３
億
６
千
２
８
１

万
９
千
円
（
対
前
年
比
４
．
７
６
％
の
増
）

平
成
二
十
九
年
度

当
初
予
算
規
模

総　
　

額　

５
８
億
５
千
６
７
万

５
千
円　

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お　

わ　

り　

に

　健康づくり推進協

議会との連携により毎

年健康づくりの集いを

開催しています。健康

年齢を伸ばすために、

町民一人ひとりの健康

づくりへの意識を高め

ることを目的として、今

後も行っていきます。

　安心して快適に

生活できる地域を目

指し、公共設備の整

備を行います。本年

度は、乙部小学校の

大規模改修を行うな

ど、将来を見据えて

計画的な事業の推進

に取り組みます。

　町出身者らで組織
されているふるさと
会では、寄附金など
故郷への貢献事業を
行っています。本年
度は、東京おとべ会
総会が２５回目の節
目となり、更に連携
をふかめ、都市部と
の情報共有をはかり
ます。

健康づくり運動の推進公共設備の整備

ふるさと会
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平
成
二
十
九
年
乙
部
町
議
会
第

一
回
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
行
政
の

執
行
に
つ
い
て
、
そ
の
方
針
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
や
情
報
化
、

国
際
化
の
進
展
な
ど
社
会
の
急
激

な
変
化
に
伴
い
、
高
度
化
・
複
雑

化
す
る
諸
課
題
へ
の
対
応
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
、
学
校
教
育
に
お

い
て
は
、
社
会
の
中
で
た
く
ま
し

く
生
き
抜
く
子
ど
も
の
育
成
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
は
、
新
し
い

時
代
の
教
育
の
実
現
に
向
け
て
、

教
育
委
員
会
の
制
度
改
革
や
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
な
ど
の
教
育
改

革
を
急
速
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
社
会
情
勢
の
変
化
や

制
度
改
革
を
受
け
、
本
町
で
は
総

合
教
育
会
議
に
お
い
て
、
平
成

二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年

度
ま
で
を
実
施
期
間
と
し
た
「
乙

部
町
教
育
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

乙
部
町
教
育
大
綱
で
は
「
人
を

育
て
豊
か
な
心
を
培
う
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
目
標
と
し
、
２
つ
の

基
本
方
針
で
あ
る
「
学
校
教
育
の

充
実
」「
社
会
教
育
の
充
実
」
に

向
け
、
具
体
的
な
取
組
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
本
年
度
の
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
十
分
に

踏
ま
え
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

関
係
機
関
が
連
携
し
、
児
童
生
徒

が
自
ら
の
夢
や
希
望
の
実
現
に
向

け
心
豊
か
に
学
ぶ
環
境
を
創
る
こ

と
を
学
校
づ
く
り
の
基
本
方
針
と

し
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
確
か
な
学
力
の
育
成

　

「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
に
は
、

学
習
意
欲
を
基
盤
と
し
た
、
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
習

得
と
そ
の
活
用
を
通
じ
て
、
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
未
来
の

創
り
手
と
な
る
た
め
に
必
要
な
資

質
能
力
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
の
学

力
や
学
習
状
況
を
的
確
に
把
握

し
、
授
業
改
善
の
確
立
を
図
り
な

が
ら
「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
授
業
改
善
と
個
別
指
導
の
充
実

　

各
教
科
の
指
導
に
あ
た
っ
て

は
、
習
熟
度
別
少
人
数
指
導
や
複

数
の
教
員
が
役
割
を
分
担
し
な
が

ら
授
業
を
行
う
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
や
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
を
生
み
出
す
教
科
横
断
的
な

学
習
な
ど
、
個
を
生
か
し
個
に
応

じ
た
効
果
的
な
指
導
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
や
長
期
休
業
中

で
の
補
充
学
習
の
充
実
を
図
り
、

意
欲
を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組
め

る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
種
学
習
状
況
調
査

結
果
の
分
析
か
ら
、
課
題
と
な
る

観
点
や
領
域
を
明
ら
か
に
し
、
授

業
改
善
や
学
習
習
慣
の
確
立
を
通

し
て
、
基
礎
学
力
の
定
着
と
活
用

力
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
地
域
資
源
を
活
用
し
た
学
習

　

乙
部
町
の
豊
か
な
自
然
や
文

化
、
観
光
、
産
業
、
文
化
施
設
な

ど
の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
学
習

や
「
創
造
力
に
満
ち
た
学
校
づ
く

り
推
進
事
業
」
な
ど
の
実
施
に
よ

り
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

③
学
習
習
慣
の
定
着

　

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
確
か
な
学
び
を
支
え
る
た

め
の
規
律
正
し
い
生
活
習
慣
の
向

上
を
図
る
た
め
、「
乙
部
町
学
習
・

生
活
習
慣
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
作
成
し
た
「
家
庭
学
習
の
す
す

め
」「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」「
生

活
点
検
・
学
習
ふ
り
か
え
り
カ
ー

ド
」
な
ど
活
用
し
、
家
庭
と
学
校

が
一
体
と
な
っ
た
「
オ
ー
ル
お
と

べ
」
で
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き

積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④ 

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
活
用

　

平
成
三
十
二
年
度
か
ら
実
施
予

定
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
む

け
た
、
英
語
教
育
の
充
実
が
検
討

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
町
で
は
本

Ⅱ　

学
校
教
育
の

　
　

充
実
に
つ
い
て

Ⅰ　

は
じ
め
に

平成29年

乙部町教育委員会

教育行政執行方針

～
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

人
間
性
豊
か
な
心
を
培
う
町
づ
く
り
～

※この教育行政執行方針

は、 平 成29年3月8日

開会の第1回町議会定

例会で、冒頭に教育長

が述べたものです。
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年
度
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
小
中
学
校
に
派

遣
し
、
外
国
語
に
慣
れ
親
し
ま
せ

る
活
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
や
基
礎
を

養
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
豊
か
な
心
の
育
成

　

児
童
生
徒
に
、
自
他
の
生
命
や

人
権
を
尊
重
す
る
心
、
思
い
や
り

の
心
、
規
範
意
識
や
公
徳
心
、
自

然
を
愛
す
る
心
な
ど
、
豊
か
な
心

を
育
む
た
め
の
教
育
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

① 

人
間
関
係
力
を
育
む
生
徒
指
導

の
充
実

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
「
学
校

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
の
下
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
を
徹
底
し
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
も
、
互
い
に
認
め
合
い
、

思
い
や
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
関

係
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
学
校
の

教
育
相
談
機
能
の
充
実
を
図
り
、

児
童
生
徒
の
心
の
成
長
を
側
面
か

ら
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
道
徳
教
育
の
充
実

　

道
徳
教
育
は
、
教
育
活
動
全
体

で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
要
と
も
い
え
る
道
徳
の
時
間

が
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
「
特
別

の
教
科
道
徳
」
と
な
り
、
教
科
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
す
で

に
研
修
会
等
を
通
し
て
準
備
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
道
徳
教

育
推
進
教
師
を
中
心
に
推
進
体
制

を
確
立
し
、
道
徳
の
授
業
に
つ
い

て
一
層
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
保
護
者
や
地
域
に
学
習
の
様

子
や
学
校
の
取
組
を
積
極
的
に
公

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
体
験
活
動
の
促
進

　

自
然
体
験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
高
齢
者
と
触
れ
合
う
活

動
な
ど
の
体
験
活
動
は
、
子
ど
も

の
社
会
参
加
に
向
け
た
貴
重
な
体

験
の
場
と
な
る
こ
と
か
ら
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
、
道
徳
の
時
間

と
各
教
科
等
と
の
関
連
を
図
っ
た

一
体
感
の
あ
る
指
導
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
３
） 

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り

①
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

　

家
庭
や
地
域
に
学
校
の
教
育
活

動
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

参
観
日
や
学
校
行
事
を
積
極
的
に

公
開
す
る
と
と
も
に
、
学
校
だ
よ

り
等
を
通
し
て
学
校
情
報
の
発
信

に
努
め
、「
外
か
ら
見
え
る
学
校

づ
く
り
」を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
教
職
員
の
資
質
向
上

　

教
育
局
指
導
主
事
等
に
よ
る
学

校
教
育
指
導
や
各
教
育
研
究
会
と

連
携
し
た
校
内
研
修
の
充
実
と
学

校
外
に
お
け
る
各
種
研
修
会
や
講

座
等
へ
の
参
加
促
進
及
び
職
場
へ

の
還
元
に
よ
り
、
教
え
る
プ
ロ
と

し
て
の
自
覚
と
指
導
力
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
へ
の
体
罰
な
ど

教
職
員
に
対
す
る
不
祥
事
防
止
に

向
け
た
指
導
を
徹
底
し
、
服
務
規

律
の
厳
正
保
持
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

へ
き
地
・
複
式
校
に
つ
き
ま
し

て
は
、
児
童
間
の
交
流
授
業
を
実

施
し
「
へ
き
地
」「
小
規
模
」「
複

式
形
態
」
の
特
性
を
生
か
し
た
教

育
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
児
童
生
徒
の
生
活
習
慣
の
改
善

　

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
・
運
動

習
慣
等
調
査
」
の
他
、
独
自
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
・
分
析
を

も
と
に
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の

確
立
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
情

報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
使
い
方
・
与
え

方
」
に
つ
い
て
、
家
庭
で
の
ル
ー

ル
づ
く
り
が
一
層
進
む
よ
う
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
） 

健
康
・
安
全
に
関
す

る
教
育
の
推
進

①
防
災
教
育
の
充
実

　

小
中
九
年
間
の
防
災
教
育
を
通

し
て
、
自
ら
の
力
で
状
況
に
応
じ

た
判
断
や
行
動
を
と
り
危
機
を
回

避
す
る
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も

に
、
高
い
防
災
意
識
を
持
た
せ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
避
難
訓
練
等
を
実

施
し
、
学
校
教
育
全
体
を
通
し
て

体
制
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　昨年度も、自然体

験やボランティアな

どを行い貴重な経験

となりました。本年

度も教育の一貫とし

て各教科等との調整

を図り、豊かな心の

育成を目指します。

　学校・家庭・地域の

連携をふかめるため

に、参観日や学校行

事を公開するととも

に積極的な参加を呼

びかけ、子どもが安

心して成長できるよ

う地域全体での取り

組みを目指します。

体験活動授業参観
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②
安
全
面
の
指
導

　

学
校
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生

活
・
交
通
安
全
教
室
の
開
催
、
自

転
車
マ
ナ
ー
の
指
導
を
計
画
的
に

実
施
し
、
事
故
の
未
然
防
止
に
努

め
る
と
と
も
に
、
教
職
員
・
保
護

者
・
地
域
関
係
者
に
よ
る
街
頭
指

導
や
通
学
路
の
安
全
点
検
な
ど
を

継
続
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
健
康
・
体
力
づ
く
り

　

児
童
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を

願
い
、
歯
の
健
康
や
食
に
関
す
る

指
導
、「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
」
運
動
を
継
続
し
て
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
児
童
生
徒
の
体

力
・
運
動
能
力
に
つ
い
て
は
、
各

学
校
の
体
力
向
上
の
取
組
が
効
果

的
に
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
各
校
の
「
体
力
向
上
計
画
」

に
基
づ
き
、
指
導
改
善
を
図
り
な

が
ら
年
間
を
通
し
た
健
康
・
体
力

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
学
校
給
食

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食

の
提
供
に
よ
り
、
成
長
期
に
あ
る

児
童
生
徒
の
健
康
増
進
を
図
る
と

と
も
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児

童
生
徒
に
は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
除
去

食
や
代
替
食
の
提
供
を
適
切
に
行

い
、
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
の

実
施
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
に
お
い
て
は
、
担

任
と
栄
養
教
諭
が
連
携
し
、
子
ど

も
た
ち
に
食
事
の
重
要
性
と
楽
し

さ
、
心
身
の
成
長
や
健
康
の
保
持

増
進
の
上
で
望
ま
し
い
栄
養
や
食

事
の
と
り
方
、
食
物
に
対
す
る
正

し
い
知
識
や
理
解
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
特
別
支
援
教
育
の
充
実

① 

個
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
支
援

体
制
の
充
実

　

各
学
校
に
お
け
る
取
組
の
交
流

や
研
修
を
通
し
て
教
師
の
専
門
性

を
高
め
る
と
と
も
に
、
校
内
支
援

体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
特
に
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
支
援

員
の
配
置
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り

の
実
態
に
応
じ
た
教
育
支
援
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
関
係
機
関
と
の
連
携

　

教
育
委
員
会
、
学
校
並
び
に
関

係
機
関
が
一
丸
と
な
り
子
ど
も
の

状
況
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

乙
部
町
教
育
支
援
会
議
の
機
能
を

生
か
し
、
就
学
に
関
す
る
情
報
提

供
や
相
談
の
他
、
個
別
の
教
育
支

援
計
画
作
成
に
あ
た
っ
て
の
助
言

な
ど
、
就
学
後
も
一
貫
し
た
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
学
校
や
北
海

道
教
育
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る

巡
回
教
育
相
談
及
び
学
校
訪
問
事

業
を
活
用
し
な
が
ら
、
関
係
す
る

福
祉
・
医
療
機
関
と
の
連
携
を
深

め
、
継
続
し
た
特
別
支
援
教
育
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
） 

今
日
的
な
教
育
課
題

に
対
応
す
る
教
育
の

推
進

① 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
教

育
の
推
進

　

現
在
各
学
校
で
は
、
実
物
投
影

機
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果

的
な
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
と
も
情
報
技
術

の
進
歩
に
対
応
し
た
学
校
教
育
の

充
実
に
向
け
、
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
関
す
る
研
修
の
推
進
と
同
時

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
勤
労
観
・
職
業
観
の
育
成

　

地
域
の
人
材
や
町
内
企
業
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
小
学
校
に
お
い

て
は
施
設
や
職
場
見
学
、
中
学
校

に
お
い
て
は
企
業
説
明
会
や
職
場

体
験
学
習
な
ど
を
通
し
て
、
望
ま

し
い
勤
労
観
や
職
業
観
の
育
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
の
充
実

　

読
書
活
動
は
、
言
語
能
力
を
養

い
、
想
像
力
を
高
め
、
豊
か
な
情

操
を
育
む
重
要
な
教
育
活
動
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
か
ら

読
書
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
公
民
館
と
密
接
に
連
携
を
図

り
、
学
校
図
書
館
活
動
の
活
性
化

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
は
、
教
科
で
の
読
書
活
動

の
他
、
読
み
聞
か
せ
や
朝
読
書
等

を
通
し
て
読
書
に
親
し
み
を
持
た

せ
、
そ
の
習
慣
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　第1回乙部町民文

化祭が昭和43年に開

催されてから、今年

で50周 年 を 迎 え ま

す。乙部の文化を再

認識する機会とし

て、1年を通して様々

な記念事業を開催し

ます。

　昨年度、町民体育

館にランニングマシ

ンとマルチジムを新

たに配備しました。

今後も心身の健全な

発達や生活習慣病の

予防等の健康増進に

取り組みます。

町民文化祭50周年記念スポーツの振興
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（
７
） 

学
校
施
設
・
設
備
の

充
実

　

児
童
生
徒
に
学
習
し
や
す
い
教

育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
継
続

的
に
施
設
点
検
を
行
い
施
設
状
況

の
把
握
に
努
め
、
計
画
的
な
修
繕

を
行
い
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
か
ら
、

乙
部
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
の

工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
が
心
豊
か
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
生

涯
を
通
じ
て
積
極
的
に
学
び
、
そ

の
成
果
を
生
か
せ
る
環
境
が
必
要

で
す
。

　

社
会
教
育
は
、
人
々
が
暮
ら
し

の
中
で
学
習
活
動
等
を
通
じ
地
域

の
絆
を
強
め
、
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度

も
社
会
的
・
地
域
的
課
題
に
対
応

し
た
施
策
を
通
じ
、
学
習
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
地

域
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る
た

め
に
、
乙
部
町
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
基
本
と
し
た
第
２
次
乙
部
町
社

会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
事

業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
） 

家
庭
教
育
と
青
少
年

の
健
全
育
成
の
充
実

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
育

む
た
め
に
は
、
学
校
や
地
域
全
体

で
育
て
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
青
少
年
健
全

育
成
懇
談
会
や
児
童
生
徒
生
活
指

導
連
絡
協
議
会
等
の
関
係
団
体
と

連
携
を
深
め
、
子
供
達
の
安
全
を

守
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
正
し
い
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
最
も

基
本
的
な
こ
と
で
あ
る
「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
の
啓
発
と

社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の

様
々
な
体
験
活
動
を
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
２
） 

多
様
な
学
習
機
会
と

情
報
提
供

　

個
人
の
価
値
観
が
多
様
化
し
て

い
る
現
在
、
生
涯
の
趣
味
や
学
習

方
法
も
多
様
に
な
り
、
数
多
く
の

サ
ー
ク
ル
や
団
体
に
よ
る
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
び
は
個

人
の
情
操
だ
け
で
は
な
く
、
仲
間

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

有
効
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
も
、

町
民
の
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る

た
め
の
講
座
や
講
演
会
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
学
習
情
報
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
芸
術
・
文
化
の
振
興

　

芸
術
・
文
化
は
人
々
の
創
造
性

を
広
げ
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
る

と
共
に
心
の
豊
か
さ
を
育
み
ま

す
。
本
年
度
も
、
日
頃
か
ら
文
化

活
動
を
さ
れ
て
い
る
人
々
の
発
表

の
場
と
し
て
町
民
文
化
祭
を
乙
部

町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
と
連
携

し
て
開
催
す
る
ほ
か
、
芸
術
文
化

関
係
団
体
等
へ
の
活
動
の
支
援
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
文
化
財
の
保
護

　

本
町
に
は
、
町
か
ら
指
定
さ
れ

た
も
の
を
含
め
、
多
く
の
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な

文
化
財
を
後
世
に
保
存
す
る
た

め
、
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
文
化
財

の
情
報
収
集
と
調
査
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
民
館
に
お
い
て
展
示
・
収
蔵

し
て
い
る
郷
土
資
料
の
整
理
・
保

管
・
展
示
を
通
し
て
、
そ
の
活
用

と
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
５
）
公
民
館
の
事
業

　

乙
部
町
公
民
館
は
、
開
館
以

来
、
多
く
の
町
民
の
利
用
に
支
え

ら
れ
、
今
後
も
多
く
の
皆
さ
ま
に

利
用
さ
れ
る
公
民
館
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
更
な
る

推
進
の
た
め
町
内
の
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
学
校
と
の

連
携
・
協
力
の
下
、
読
み
聞
か
せ

や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
継
続
実
施

し
、
学
校
図
書
と
連
携
し
た
読
書

活
動
の
普
及
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
６
）
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
日
々
の
暮
ら
し

に
潤
い
を
与
え
、
心
身
の
健
全
な

発
達
を
促
し
、
活
力
に
満
ち
た
社

会
形
成
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
、
爽
快
感
、
達
成
感
は
、
心

身
に
わ
た
る
充
足
感
や
楽
し
さ
、

喜
び
、
体
力
向
上
や
精
神
的
な
ス

ト
レ
ス
の
発
散
、
中
高
年
に
お
い

て
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、

心
身
の
両
面
に
わ
た
る
健
康
の
保

持
増
進
に
資
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
生
涯
に
わ
た
り
町

民
だ
れ
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や

年
齢
、
目
的
に
応
じ
、
気
軽
に
運

動
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
、
健
康

増
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
二
十
九
年
度
の
教

育
行
政
の
執
行
に
関
す
る
主
要
な

方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し

た
。
町
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、

町
を
は
じ
め
、
学
校
、
関
係
機
関

と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

学
校
教
育
の
充
実
と
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
む
け
た
取
組
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
議
会

議
員
の
皆
さ
ま
並
び
に
町
民
の
皆

さ
ま
の
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ⅲ　

 

社
会
教
育
の
充

実
に
つ
い
て

Ⅳ　

む
す
び
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春
の
訪
れ
と
と
も
に
平
成
二
十

九
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

三
月
八
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
乙

部
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平

成
二
十
九
年
度
の
各
会
計
予
算
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
三
十
四
億

八
千
七
百
八
十
五
万
六
千
円
で
前

年
度
当
初
予
算
か
ら
一
億
千
二
百

七
十
五
万
九
千
円
（
三
・
三
四
％
）

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
国
保
、
後

期
高
齢
者
、
介
護
保
険
、
簡
易
水

道
、
公
共
下
水
道
、
漁
業
集
落
排

水
、
病
院
）
の
総
額
は
二
十
二
億

八
千
二
百
八
十
九
万
四
千
円
と
な

り
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ

せ
て
五
十
七
億
七
千
七
十
五
万
円

（
前
年
度
比
三
・
二
〇
％
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
全
体
の
五
十
三
・
三

二
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
十

八
億
五
千
九
百
五
十
六
万
四
千
円

と
前
年
度
か
ら
五
千
九
百
七
十
七

万
一
千
円
の
増
額
。
道
支
出
金
が

二
億
四
百
二
十
八
万
七
千
円
と
昨

年
度
か
ら
百
四
十
一
万
五
千
円
増

額
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

る
お
金
（
町
債
）
が
三
億
四
千
八

百
四
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
老
人
福
祉
、
児
童

福
祉
や
障
害
者
福
祉
な
ど
の
民
生

費
に
、
六
億
四
千
九
十
二
万
六
千

円
。

　

土
木
費
で
は
、
五
億
五
千
百
七

十
二
万
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
債
費
（
町
債
の
返
還

金
）
が
前
年
度
よ
り
千
百
九
十
一

万
二
千
円
増
の
五
億
八
千
三
十
一

万
八
千
円
と
全
体
の
十
六
・
六

四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

平成29年度

予
算
概
要

歳
入

歳
出

地方交付税

(53.32%)

町債

(9.99%)

国庫

支出金

(9.41%)

町税

(7.64%)道

支出金

(5.86%)

繰入金　(3.75%)

諸収入 (2.26%)

その他

(7.77%)

その他　(1.95%)

教育費

(7.18%)

衛生費

 (10.16%)

農林水産業費

(10.53%)

総務費

(13.17%)

公債費

(16.64%)

土木費

(15.82%)

民生費

(18.38%)

消防費

(4.34%)

商工費　(1.83%)

平成29年度一般会計予算額は

34億34億
８７８５万６千円８７８５万６千円
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予算計上の主な事業〈一般会計〉

歳　入
科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　対　比

町 税 ２億６,６４２万５千円 ５９７万円

地 方 交 付 税 １８億５,９５６万４千円 ５,９７７万１千円

国 庫 支 出 金 ３億２,８３０万１千円 １億７７１万３千円

道 支 出 金 ２億４２８万７千円 １４１万５千円

繰 入 金 １億３,０８５万３千円 １,９３９万７千円

諸 収 入 ７,８７９万９千円 △１,５５０万円

町 債 ３億４,８４０万円 △６,２８０万円

そ の 他 ２億７,１２２万７千円 △３２０万７千円

合　　計 ３４億８,７８５万６千円 １億１,２７５万９千円

歳　出
科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　対　比

総 務 費 ４億５,９３５万５千円 △５１２万４千円

民 生 費 ６億４,０９２万６千円 △３,１２８万８千円

衛 生 費 ３億５,４２３万９千円 ２,３９６万６千円

農林水産業費 ３億６,７４２万２千円 △４,２６６万７千円

商 工 費 ６,３７７万円 △１,５１０万６千円

土 木 費 ５億５,１７２万４千円 １億８,６６１万７千円

消 防 費 １億５,１５１万２千円 △１３１万９千円

教 育 費 ２億５,０５４万円 ８９６万４千円

公 債 費 ５億８,０３１万８千円 １,１９１万２千円

そ の 他 ６,８０５万円 △１,５５１万６千円

合　　計 ３４億８,７８５万６千円 １億１,２７５万９千円

科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　対　比

国 民 健 康 保 事 業 特 別 会 計 ６億３,０２２万７千円 １,１１３万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ６,３９６万円 １４６万２千円

介 護 保 険 特 別 会 計 ７億９,０２６万６千円 １,６５７万５千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 １億５９９万８千円 △３３５万９千円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 ２億１,２９４万８千円 ３,７３２万７千円

漁業集落排水事業特別会計 ４,８５９万５千円 ９９万３千円

国 民 健 康 保 病 院 事 業 会 計 ４億３,０９０万円 ３,９３７万円

合　　　　計 ２２億８,２８９万４千円 ６,６０７万９千円

特別会計予算額は

　22億

　　8,289万4千円

◆自治・ふるさと振興 （６, ７３４万２千円）

　自治ふるさと振興対策（ふるさと振興助成金、ふれあ

い交流盆おどり推進事業交付金、オートピア創造振興

奨励補助金、地域おこし協力隊事業など

◆医療・保健体制の整備 （１億７, ４２０万円）

　国民健康保険病院事業会計繰出金、道南ドクターヘリ

運航経費負担金、へき地患者輸送車の運行など

◆健康の保持促進 （２, ６２４万８千円）

　疾病予防対策、母子保健対策、町民健康づくり推進協

議会補助金など

◆老人福祉対策 （１億４, ３１９万円）

　老人の生きがい対策、長寿祝金の支給、高齢者医療対

策、老人保護措置費、高齢者ふれあいセンター管理運

営費など

◆児童福祉対策 （１億３, ３４２万2千円）

　常設保育園運営費、常設保育園保育料助成金、児童手

当の給付、こども医療費給付事業など

◆障害者福祉対策 （１億５, ２２６万8千円）

　障害者自立支援給付事業、重度心身障害者医療給付事

業など

◆塵芥及びし尿処理対策 （７, ３０６万4千円）

　南部檜山衛生処理組合負担金、資源ごみリサイクル運

動推進事業交付金、浄化槽設置促進事業、廃棄物不法

投棄対策など

◆農業の振興 （４, ２３９万6千円）

　農業再生プラン、経営所得安定対策推進事業、中山間

地域等直接支払交付金、農業基盤整備促進事業補助金

など

◆林業の振興 （１億９, ４３１万3千円）

　町有林整備事業、民有林整備事業、林業振興資金貸付

金、林業専用道魚つきの森線開設事業、森林管理道村

山緑線開設事業など

◆漁業の振興 （１, ８１３万円）

　水産業基盤整備、ナマコ栽培漁業定着特別推進事業補

助金、秋サケ資源増大対策事業運営費負担金、日本海

ニシン栽培漁業定着事業負担金など

◆観光資源及び関連施設の活用 （３, ２５３万8千円）

　自然環境活用センター管理運営費、フェスティバル振

興奨励補助金、温泉供給施設の維持管理など

◆生活道路の整備 （2億８, ０４０万2千円）

　姫川富岡線改良事業、橋梁長寿命化修繕事業、町道維

持補修事業、町道維持管理費など

◆住宅環境設備 （1億４, ２３９万４千円）

　公営住宅緑町団地新築事業、館浦団地公園改修事業な

ど

◆消防防災施設の整備 （１億５, ０５３万9千円）

　檜山広域行政組合負担金、防災行政無線の維持管理、

緊急避難路等維持補修、防災用資機材の整備など

◆学校教育の充実 （９, ２３３万4千円）

　学校教育施設・設備等の整備充実、教材及び教具の整

備、児童・生徒就学援助対策、学校給食の充実、語学（英

語）指導助手の招致など
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去
る
二
月
一
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
故
三
上
岩
雄
氏
に
対
し
、
多

年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
伸
展
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

同
日
付
け
で
正
六
位
旭
日
双
光
章

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

故
三
上
氏
は
乙
部
町
議
会
議

員
、
乙
部
町
議
会
議
長
等
を
歴
任

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

四
月
十
一
日
に
、
寺
島
町
長
が

栄
浜
の
自
宅
を
訪
れ
、
奥
さ
ん
の

美
智
子
さ
ん
へ
、
勲
章
と
勲
記
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
五
日
、
乙
部
町
商
工
会
青

年
部
が
乙
部
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
手
ぬ
ぐ
い
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
商
工
会
青
年
部

が
行
う
活
動
で
の
売
り
上
げ
等
を

財
源
と
し
て
お
り
、
近
年
の
子
ど

も
達
は
、
集
団
で
の
活
動
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
な
か
、
少
年
団
活

動
を
通
じ
て
、
人
と
の
交
わ
り
を

大
切
に
す
る
大
人
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
の
思
い
か
ら
行
っ
て
い
る
も

　

豊
浜
駐
在
所
に
四
月
か
ら
新
し

く
小
野
良
太
巡
査
部
長
が
着
任
し

ま
し
た
。

　

以
前
は
、
十
勝
の
鹿
追
で
勤
務

し
て
お
り
、
道
南
で
の
勤
務
は
今

回
が
初
め
て
と
な
る
そ
う
で
す
。

　

小
野
巡
査
部
長
は
「
海
が
あ
る

町
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
道
南
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。

着
任
後
、
何
ヶ
所
か
挨
拶
に
伺
い

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
暖
か
く
迎

の
で
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
代
表
の
平
野
君

が
受
け
取
り
、
大
き
な
声
で
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
声

を
揃
え
て
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
保

育
園
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
贈
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
し

て
お
り
、
民
谷
和
麻
部
長
は
「
地

域
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

え
て
く
れ
た
た
め
、
と
て
も
嬉
し

い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
が
２
人
い
る

そ
う
で
「
夏
に
は
元
和
台
の
海
の

プ
ー
ル
に
連
れ
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、「
安
全
・

安
心
な
町
で
、
町
民
の
方
々
が
暮

ら
せ
る
よ
う
、
一
生
懸
命
頑
張
り

た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

故
三
上
岩
雄
氏
に
叙
勲

正
六
位
旭
日
双
光
章

商
工
会
青
年
部
か
ら
剣
道
少
年
団
へ
～
繋
が
り
を
大
切
に
～

豊
浜
駐
在
所
に
新
し
く
巡
査
部
長
が
着
任

困
り
ご
と

心
配
ご
と

人
権
相
談

　

江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
の
日
（
六
月

一
日
）
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、

「
困
り
ご
と
心
配
ご
と
特
設
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
身
近
な
法
律

問
題
や
人
権
問
題
に
関
わ
る
様
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
、
解
決
へ

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
予
約
不
要
、秘
密
厳
守
、

無
料
）

　

な
お
、
函
館
地
方
法
務
局
江
差

支
局
で
は
、
い
つ
で
も
人
権
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

六
月
一
日
（
木
）

　
　
　

午
後
一
時
か
ら
三
時

場
所　

生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

 

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
・

江
差
人
権
擁
護
委
員
会

　
　

電
話
５
２
―
１
０
４
８
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昨
年
十
月
に
設
立
し
た
地
域
商

社
「
お
と
べ
創
生
株
式
会
社
」
が

創
業
か
ら
約
半
年
を
迎
え
、
新
商

品
の
発
売
な
ど
、
乙
部
町
の
特
産

品
の
開
発
、
域
外
へ
の
販
売
に
更

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

お
と
べ
創
生
株
式
会
社
は
、
地

方
創
生
に
関
す
る
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
平
成
二
十
八
年
十
月
に

乙
部
町
商
工
会
、
乙
部
町
な
ど
か

ら
出
資
を
受
け
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
格
的
に
業
務
を
開
始
し
た
の

は
平
成
二
十
九
年
一
月
か
ら
で
、

実
務
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
二
人
と
臨
時
雇

用
の
職
員
が
一
人
の
三
人
体
制
で

す
。

　

主
な
業
務
は
、
乙
部
町
の
特
産

品
を
活
用
し
た
商
品
開
発
や
、
道

の
駅
な
ど
の
お
土
産
を
扱
う
店
舗

へ
の
販
売
、
既
存
の
特
産
品
の
販

路
拡
大
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
乙

部
町
の
産
業
の
振
興
や
町
の
宣
伝

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
発
売
中
の
お
み
や
げ
ラ
ー

メ
ン
は
、
町
内
の
取
り
扱
い
店
舗

に
加
え
、
近
隣
の
道
の
駅
や
新
函

館
北
斗
駅
の
お
み
や
げ
店
で
も
販

売
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
行

楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
販
売
数
の

増
加
と
と
も
に
乙
部
町
の
知
名
度

の
向
上
に
期
待
が
持
た
れ
て
い
ま

す
。

　

四
月
か
ら
新
た
に
販
売
が
始
ま

っ
た
の
が
、
乙
部
町
産
の
大
豆
「
黒

千
石
」
で
す
。

　

黒
千
石
を
透
明
な
瓶
に
詰
め
て

販
売
す
る
こ
と
で
洗
練
さ
れ
た
印

象
と
な
り
、
観
光
客
の
お
土
産
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
狙
い
で
、
同

時
に
発
売
さ
れ
た
、
同
じ
黒
豆
を

炒
っ
て
そ
の
ま
ま
で
も
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
炒
り
豆
と
の
二
種

類
で
、
幅
広
い
需
要
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

お
と
べ
創
生
株
式
会
社
で
は
、

こ
の
黒
千
石
の
「
生
」
と
「
炒
り
」

を
利
用
し
た
レ
シ
ピ
が
書
か
れ
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
購
入
し
た
方
に

配
布
す
る
ほ
か
、
広
く
レ
シ
ピ
や

商
品
へ
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す

る
返
礼
品
の
取
り
扱
い
業
務
も
行

っ
て
い
て
、
町
内
で
販
売
さ
れ
て

い
る
商
品
や
農
水
産
物
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
宣
伝
す
る
こ
と
で
、

町
外
か
ら
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
か
ら
の
寄
附
金
を
町
内
で
還

流
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
町
内
の
未
利
用
資
源

を
活
用
し
た
特
産
品
の
開
発
や
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
関
す
る
業
務

な
ど
、
幅
広
く
活
動
の
幅
を
広
げ

る
予
定
で
、
乙
部
町
に
お
け
る
地

方
創
生
の
旗
振
り
役
と
し
て
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
知
人
と
の
間
で

お
金
の
貸
し
借
り
を
す
る
と
き

に
、
書
類
を
作
っ
て
い
ま
す
か
。

　

「
友
人
に
お
金
を
貸
す
の
に
、

わ
ざ
わ
ざ
書
類
な
ん
か
作
ら
な
く

て
も
大
丈
夫
。
」
「
借
用
書
な
ん
か

書
い
て
も
ら
っ
た
ら
、
相
手
と
の

関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
。
」
な
ど
と
考
え

て
、
作
ら
な
い
方
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

後
日
、
貸
し
借
り
の
相
手
と
の

間
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
け
れ

ば
、
書
類
は
な
く
て
も
困
ら
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
書

類
を
作
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、「
相

手
が
来
月
絶
対
返
す
と
言
っ
て
い

た
か
ら
貸
し
た
の
に
返
す
月
に

な
っ
て
も
ち
っ
と
も
返
し
て
く
れ

な
い
。
」「
自
分
は
貸
し
た
つ
も
り

だ
っ
た
の
に
、
相
手
は
『
も
ら
っ

た
の
だ
か
ら
返
す
必
要
は
な
い
』

と
言
っ
て
返
し
て
く
れ
な
い
。
」

～
契
約
を
す
る
と
き
は
書
類
の
作
成
を
～

な
ど
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
は
、
お

金
の
貸
し
借
り
の
話
だ
け
で
は
な

く
、
相
手
と
の
間
で
、
物
を
売
っ

た
り
買
っ
た
り
す
る
際
、
相
手
に

物
を
あ
げ
る
際
で
も
、
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
何
を
取
り
引

き
の
対
象
と
し
て
い
る
の
か
、
代

金
は
い
く
ら
か
、
引
渡
し
の
時
期

は
い
つ
に
す
る
か
、
い
つ
ど
の
よ

う
に
し
て
代
金
を
支
払
う
の
か

（
支
払
時
期
、
支
払
回
数
）
等
、

明
確
に
し
て
お
く
こ
と
で
、
事
後

の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
い
だ
り
、
小
さ

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
契
約
書
を
作
る
と
い
っ
て
も
、

何
を
ど
の
よ
う
に
書
い
た
ら
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
。
」
と
い
う
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
法
テ
ラ
ス

江
差
法
律
事
務
所
に
相
談
に
お
越

し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は　

０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
５
６
３　

ま
で
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差　

弁
護
士　

廣
田
朋
子
）

法
テ
ラ
ス
江
差
よ
り

乙
部
町
を
稼
げ
る
町
に
～
お
と
べ
創
生
設
立
か
ら
半
年
の
現
在
～
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会議室１

会議室２

パソコン室

印刷室

女子トイレ

男子トイレ

さわやかトイレ 会議室３ 男子更衣室
給湯室

階段

正面玄関

①建設課

③産業課

④農業委員会

⑤総務課

⑥地域振興対策室

⑦選挙管理委員会

⑨町民課

交換室

給湯室

応接室

物　置

ﾎﾞｲﾗｰ室 玄関

会議室４ ⑩出納室 健康相談室 町民相談室 女子更衣室

裏口

階
段

放送室

町長室

ﾎﾞｲﾗｰ室女子トイレ 男子トイレ

給湯

トイレ
議員
更衣室

宿直室

６室議会室員議 議長室 ⑪議会事務局

物置
階

段

会議室５トイレ

説明員控室

議　　場

給湯室物置

傍聴席

乙部町役場主な窓口業務のご案内
役場庁舎＜６２－２３１１＞

平成29年度の庁舎内の配置は次のとおりです。電話でのお問い合わせなどにご確認下さい。

業務時間は、午前８時３０分から午後５時１５分までです。

①建設課
　道路・河川／水道／下水道／温泉供給／建築／町営住宅／町有財産／など

②財政課
　予算の編成・執行管理・決算／財政状況の公表／物品の納入・管理／など

③産業課
　農業振興／林業振興／水産振興／観光振興／商工労働関係／など

④農業委員会
　農地の管理・賃貸／など

⑧税務課
　町税（道町民税・固定資産税・国民健康保険税・軽

自動車税）の課税／町税の徴収／所得・納税・評価

等の証明／など

⑨町民課
　福　祉　係／障がい者・高齢者福祉／保育園

　　　　　　／集会施設の管理運営

　住　民　係／戸籍・住民基本台帳・印鑑証明等

　国　保　係／国民健康保険・後期高齢者医療保険

　年　金　係／国民年金／児童手当

　保健衛生係／ 環境衛生／健康増進／各種健診・予防

接種／こども医療／浄化槽／母子保健

　介護保険係／介護保険など

　地域包括支援／介護予防／高齢者の健康・生活の相談

　　　　　　　など

⑤総務課
　防災行政無線／交通安

全／防災／自治会町内

会の振興広報／統計／

地域振興／職員関係／

例規関係　など

⑥地域振興対策室
　地方創生や産業振興に

関することなど

⑦選挙管理委員会
　各種選挙（国政選挙・

地方選挙）に関するこ

となど

⑩出納室

　町税・使用料等の収納／決算調

整／支出命令審査／有価証券の

出納保管／指定金融機関／など

⑪議会事務局
　議会運営／各種議会の委員会／

　請願・意見書／議会広報／など

　ご用件のある課・係がわからない場合は総務課

へお問い合わせ下さい。

•教育委員会＜62－2253＞

　学校教育／学校管理運営／社会教育振興／社会

教育・体育施設管理運営／など

•公民館＜62-3311＞

　町民会館・公民館の管理運営／図書室／文化財

／歴史資料／郷土学／など

•給食センター＜62-2406＞

　学校給食／給食センターの管理運営など

•つくし保育園＜62-2952＞

　未就学児童の保育／子育て支援センター／など

•乙部町国民健康保険病院＜62-2331＞

　内科・外科・小児科／病院の管理運営／など

1F

2F

出先機関
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お父さん＝

　　　　　澤田　一幸さん

お母さん＝

菜津乃さん

わたしは

　２歳７ヶ月の女の子です。

名前の由来＝

　誰からでも呼びやすい名前

にしようと思い、お母さんの

字を１文字使って決めまし

た。

両親の願い＝

　とにかく元気に育って、た

くさん友達ができるような子

に育ってほしいです。

お父さん＝

長谷川真樹さん

お母さん＝　　　

優子さん

わたしは

　２歳７ヶ月の女の子です。

名前の由来＝

　お姉ちゃんと同じ〝音”と、

３姉妹仲良く、人の和を大切

にという願いをこめて決めま

した。

両親の願い＝

　優しい気持ちを忘れず、自

分の思いをしっかり持って、

心も身体も強い子になってほ

しいです。

澤田　杏
あん

菜
な

ちゃん

（緑　　町）

長谷川和
あい

音
ね

ちゃん

（緑　　町）

　

こ
ん
に
ち
は
、
乙
部
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
で
産
業
振
興
担
当
の

板
橋
で
す
。

　

四
月
に
入
っ
て
季
節
は
い
よ
い

よ
春
の
到
来
を
迎
え
て
、
日
毎
に

暖
か
い
と
思
え
る
日
が
増
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

私
も
四
月
末
で
乙
部
町
に
来
て

か
ら
丸
一
年
が
経
過
し
ま
す
。

　

一
年
間
、
産
業
振
興
担
当
と
し

て
魚
つ
き
の
森
づ
く
り
協
議
会
で

販
売
し
て
い
る
『
お
と
べ
の
は
ち

み
つ
』
関
連
を
メ
イ
ン
に
活
動
を

一
生
懸
命
に
色
々
な
活
動
を
頑

張
っ
て
き
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

何
の
成
果
も
あ
げ
ら
れ
ず
に
自
分

の
不
甲
斐
無
さ
に
何
度
も
悔
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。
時
々
、
自
分

自
身
に
怒
り
を
感
じ
る
こ
と
さ
え

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
乙
部
町
の
た
め

に
も
自
分
の
た
め
に
も
な
ら
な
い

の
で
は
？
と
熟
考
を
重
ね
た
う
え

で
、
次
の
新
た
な
道
を
探
す
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。

　

わ
た
く
し
、
板
橋
は
今
年
の
四
月

末
付
で
乙
部
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

決
し
て
安
易
に
決
め
た
わ
け
で

は
な
く
、
現
時
点
で
自
分
の
考
え

ら
れ
る
中
で
ベ
ス
ト
の
選
択
を
し

た
つ
も
り
で
す
し
、
自
分
の
選
択

し
た
こ
と
に
対
し
て
は
少
し
も
後

悔
は
し
て
い
な
い
つ
も
り
で
す
。

　

た
だ
乙
部
町
の
た
め
に
、
何
の

成
果
も
残
せ
な
か
っ
た
の
が
、
唯

一
の
心
残
り
で
、
残
念
で
申
し
訳

な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
ま
で
の
一
年
間
は
魚
つ
き
の

森
づ
く
り
協
議
会
で
販
売
し
て
い

る
『
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
』
関
連

の
製
造
・
販
売
な
ど
の
活
動
を
メ

イ
ン
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

『
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
』
関
連
の

活
動
を
通
じ
て
色
々
な
経
験
や
勉

強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
が
、
魚
つ
き
の
森
づ
く
り
協

議
会
の
会
長
と
二
人
で
参
加
し
た

道
の
駅
（
み
そ
ぎ
の
郷
き
こ
な
い
）

で
の
『
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
』
の

物
販
で
し
た
。
初
め
て
の
経
験
で

し
た
の
で
緊
張
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
会
長
が
色
々
と
親
切
に
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
思
っ
た
ほ
ど
売

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
色
々
な
お

客
様
と
接
す
る
こ
と
が
楽
し
く
て

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の

中
で
は
凄
く
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
勉
強
に
も
な
り
ま

し
た
の
で
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

魚
つ
き
の
森
づ
く
り
協
議
会
で

作
成
し
た
黄
色
の
ハ
ッ
ピ
が
凄
く

カ
ッ
コ
良
い
な
～
と
思
っ
て
お
り

ま
す
が
、
も
う
着
る
こ
と
が
な
い

と
思
う
と
非
常
に
残
念
で
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
。

　

魚
つ
き
の
森
づ
く
り
協
議
会
の

方
々
に
は
色
々
と
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
業
務
関
連
の
指
導
は
勿

論
で
す
が
、
人
間
と
し
て
も
大
事

な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
色
々

な
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

乙
部
町
で
私
に
色
々
と
優
し
く

し
て
く
れ
た
皆
さ
ま
全
員
に
お
礼

を
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

こ
の
ご
恩
を
い
つ
か
返
せ
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

乙
部
町
の
皆
さ
ま
も
く
れ
ぐ
れ
も

健
康
に
注
意
し
て
乙
部
町
が
発
展

す
る
よ
う
に
皆
で
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

で
は
、
こ
れ
に
て
失
礼
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

産
業
振
興
担
当　

板
橋　

仁

地

域

お

こ

し

協

力

隊

だ

よ

り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.33
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乳がん検診・子宮がん検診のお知らせ

平成29年度　乙部町

①希望の医療機関に直接予約。

② 役場に申込み後、「申込書兼受診券」「保

険証」「印鑑」を持参の上、受診。

《実施期間》７月～２月

《場　　所》道立江差病院または

　　　　 　函館市内の病院など

下記の２つから選べます。

①役場町民課保健衛生係へ申込み。

②申込後、役場から案内と問診票を送付。

③問診票を持参して受診。

《実施日》平成29年11月26日(日)

《場　所》ケアセンターおとべ

　詳しくは、役場保健師にお問合せ下さい（TEL：６２－２３１１） 

個別検診（病院） 集団健診（バス検診）

１． 無料クーポン対象者

　　　　乳がん　：Ｓ51.４.２～Ｓ52.４.１生まれ（41歳になる方）

　　　　子宮がん：Ｈ８.４.２～Ｈ９.４.１生まれ（21歳になる方）

２． 自己負担免除者

　　　　乳がん　：Ｓ46.４.２～Ｓ47.４.１生まれ（46歳になる方）

　　　　　　　　　Ｓ41.４.２～Ｓ42.４.１生まれ（51歳になる方）

　　　　子宮がん：Ｈ３.４.２～Ｈ４.４.１生まれ（26歳になる方）

　　　　　　　　　Ｓ61.４.２～Ｓ62.４.１生まれ（31歳になる方）

３． 上記１と２以外の方で去年受診していない方

　　　　乳がん　：３，５００円

　　　　子宮がん：１，２００円

※１と２の対象の方には後日、個別に案内致します。

対象・金額

検診の種類

助成を使えば、子宮がん

検診は約６千円、乳がん

検診は約7千円お得！

〔16〕



5月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

 4　30 1 可燃ごみ
②地区 2 可燃ごみ

①地区 3 4 5 6
乙部中学校開校記念日 休日当番医

厚沢部町国保病院
休日当番医
道立江差病院

休日当番医
上ノ国診療所

7 8 可燃ごみ
②地区 9 可燃ごみ

①地区 10 不燃ごみ
①地区 11 可燃ごみ

②地区 12 可燃ごみ
①地区 13

休日当番医
勤医協診療所

B型肝炎ワクチン予防接種
（ケア 午後１時～）

四種混合予防接種
（ケア 午後１時～）

たんぽぽクラブ
（町内 午前10時～）

サロン「とよはな」
（豊セ 午後1時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

14 15 可燃ごみ
②地区 16 可燃ごみ

①地区 17 不燃ごみ
②地区 18 可燃ごみ

②地区 19 可燃ごみ
①地区 20

特定健診・がん検診・各種検査
（ケア 午前６時～）

公民館まつり
（公民・町館 午前10時～）

休日当番医
道立江差病院

特定健診・がん検診・各種検査
（豊セ 午前6時～）

健康相談
（潮希 午後1時30分～）

こころの健康相談
（江保 午後３時～）

ヒブワクチン予防接種
（国保 午後１時～）

肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）
（国保 午後１時～）

男の料理教室
（高ふ 午前10時～）

健康相談
（ゆ里 午後1時30分～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

ウォーキング講座
（公民前 午後６時～）

健康相談
（三愛 午前9時～）

（三研 午前9時40分～）

みたい！よみたい！絵本
とかみしばい

（公民 午前10時～）

21 22 可燃ごみ
②地区 23 可燃ごみ

①地区 24 不燃ごみ
①地区 25 可燃ごみ

②地区 26 可燃ごみ
①地区 27

休日当番医
佐々木病院

春の散策会
（公民 前午前９時30分～）

水痘ワクチン予防接種
（ケア 午後１時～）

麻しん風しん混合予防接種
（ケア 午後１時～）

BCG予防接種
（ケア 午後１時～）

おしゃべりサロン
（姫ふ 午後1時～）

赤ちゃん相談
（ケア 午前10時～）

赤ちゃん健診
（ケア 午後1時～）

南部檜山清掃センターは
機会点検整備のため休業
となります

すくすく広場
（つ保 午前９時30分～）

乙部中学校体育祭
（乙中 午前９時～）

28 29 可燃ごみ
②地区 30 可燃ごみ

①地区 31 不燃ごみ
②地区

 6
1

 6
2

 6
3

休日当番医
道立江差病院

たんぽぽクラブ
（交流 午前10時～）

おたっしゃ体操教室
（豊セ 午後1時30分～）

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

会
場
・
場
所
省
略

(つ保) つくし保育園 (交流) 生きがい交流センター (姫ふ） 姫川ふれあいセンター

(国保) 国保病院 (ゆ里) ゆりの里活性化センター (潮希) 潮見希望館

(ケア) ケアセンターおとべ (江保) 江差保健所 (高ふ） 高齢者ふれあいセンター

(町館) 町民会館 (三愛) 三ツ谷愛郷会館 (公民) 公民館

(豊セ) とよはま地区センター (三研) 三ツ谷研修会館 (乙中) 乙部中学校
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

第326号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

四
月
十
一
日
館
浦
温
泉
公
園
に

お
い
て
、
街
か
ど
美
術
館
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
「
海う
み

の
詩う

た
―

生い

の

ち命
の
始
ま

り
―

」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
作
品
は
日
展
特
選
受
賞
者
で
、

鋳
金
造
形
家
の
中
川
眞
一
郎
氏
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
町
の
発
展
を
願
う
町

民
の
篤
志
を
よ
り
具
体
的
な
も
の

に
生
か
そ
う
と
、
平
成
十
六
年
度

か
ら
「
ふ
る
さ
と
文
化
づ
く
り
事

業
」
と
し
て
温
泉
美
術
館
い
こ
い

の
湯
に
通
じ
る
道
路
沿
い
に
設
置

し
た
も
の
で
、
今
回
で
六
基
目
と

な
り
、
株
式
会
社
林
組　

代
表
取

締
役　

林　

勲
氏
の
寄
付
に
よ
り

実
現
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
も
是
非
、
街
か
ど

美
術
館
に
足
を
留
め
て
、
じ
っ
く

り
作
品
を
鑑
賞
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

　

【
街
か
ど
美
術
館
の
作
品
】

　
　
　
　
　

（　

）
は
制
作
者

微
風 

（
中
川
眞
一
郎
氏
）

萌 

（
折
原
久
左
衛
門
氏
）

森
の
標 

（
鈴
木　

丘
氏
）

風
の
な
か
ま 
（
峯
田
義
郎
氏
）

生
命
の
揺
籃 

（
中
川
眞
一
郎
氏
）

海
の
詩
―

生
命
の
始
ま
り
―

 

（
中
川
眞
一
郎
氏
）

新
し
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
お
披
露
目
♪

「
海
の
詩-
生
命
の
始
ま
り-

」
除
幕
式

乙
部
中
学
校
体
育
祭

チ
ラ
シ
配
布
に
伺
い
ま
す

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
す

子
ど
も
達
の

交
通
安
全
を
願
っ
て

　

乙
部
中
学
校
で
は
、
五
月
十
五

日
町
内
に
住
む
七
十
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
、
体
育

祭
招
待
活
動
の
一
環
と
し
て
チ
ラ

シ
配
り
を
行
い
ま
す
。
生
徒
が
チ

ラ
シ
を
持
っ
て
直
接
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。
不
在
の
場
合
は
ポ
ス
ト

に
投
函
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
町
内
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
体
育
祭
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
生
徒
の
奮
闘
す
る

姿
に
声
援
を
送
っ
て
頂
け
る
と
幸

い
で
す
。

　

ま
た
、
明
和
小
学
校
の
運
動
会

は
六
月
三
日
（
土
）、
乙
部
小
学

校
・
栄
浜
小
学
校
の
運
動
会
は
六

月
四
日
（
日
）
に
開
催
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
各
地
区
の
子
供
達

へ
の
応
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

 
乙
部
中
学
校
体
育
祭

日
時　

五
月
二
十
七
日
（
土
）

　
　
　

九
時
～
（
※
雨
天
順
延
）

場
所　

乙
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

今
年
度
も
五
月
十
八
日
の
乙
部

地
区
を
皮
切
り
に
、
毎
月
各
地
区

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
昨
年
度
も
参
加
者
は
、

豊
か
な
自
然
の
景
色
を
楽
し
み
な

が
ら
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
爽
や

か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
の
予
定
】

・
五
月
十
八
日 

（
乙
部
地
区
）

・
六
月
十
五
日 

（
鳥
山
地
区
）

・
七
月
十
三
日 

（
豊
浜
地
区
）

・
八
月
二
十
四
日 

（
姫
川
地
区
）

◆
十
月
七
日
（
土
）

　
　
　
　

町
民
歩
け
歩
け
大
会

　

四
月
三
日
、
町
商
工
会
女
性
部

副
部
長
の
山
口
芳
子
氏
が
教
育
委

員
会
に
来
庁
し
、
新
入
学
児
童
用

に
交
通
安
全
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
は
子
ど

も
達
の
安
全
を
願
う
同
女
性
部
が

長
年
に
渡
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
新
入
学
児
童
は
三
校
二

十
三
名
と
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」

と
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
支
援
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
も
、
交
通
安
全
に

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「やってみたい！」を応援します

～公民館のリクエスト講座～

小中学校・教育委員会等の行事

【 一 般 向 け 】　

●騎士団長殺し　第１部・第２部 （村上　春樹）

●羽生善治の１手・３手詰め将棋 （主婦の友社）

●１２カ月を彩る絵てがみ入門 （吉川　みか）

●紙でつくるリハビリクラフト （工房ＧＥＮ）

●北海道の怖い話 （寺井　広樹）

●失われた地図 （恩田　　陸）

●ゼロ・アワー （中山　可穂）

●招待状 （赤川　次郎）

●隠す（アンソロジー） （文藝春秋社）

●今日から使える読み聞かせテクニック （景山　聖子）

【 幼 児 ･ 児 童 向 け 】

●南極のサイエンス （小 学 館） 

●生活向上委員会１～３ （伊東クミコ）

●はっしん！　はたらくくるまえほん （東 京 書 店）

●すごいぞ！　やさいーズ （成田　崇伸）

●モアナと伝説の海 （スーザン・フランシス）

　公民館図書室は、祝日と年末年始を除き毎日１０時～１７

時まで開いております。お気軽にどうぞ♪

※5月3日（水）～ 5月5日（金）の祝日はお休みです。

図書室の新刊おすすめ紹介

　公民館では、皆様がやってみたい、これこれの講

師を呼んでほしいなど、文化活動の講座の要望を随

時受け付けています。

　おおむね10名の要望があれば、遠慮なく公民館

文化振興係に相談して下さい。あなたの「やってみ

たい！」が実際に実現したらステキですね♪

　また、公民館図書室では、リクエスト図書を受け

付けています。購入して欲しい図書などがありまし

たら図書室備え付けの用紙に記入して下さい。

　平成２９年度上半期（５月～９月）主な行事予定

をお知らせします。

　町民皆様のご参加・ご来場をお待ちしています。

●少年の主張大会 ６月７日（水）

●小学校陸上競技大会 ６月15日（木）

●通学合宿 ６月11日（日）～13日（火）

●七夕コンサート ７月７日（金）

●小中学生水泳競技大会 ７月28日（金）

●成人のつどい ８月14日（月）

●檜山 PTA 連合会研究大会 ８月20日（日）

『みたい！よみたい！絵本とかみしばい』
５月２０日（土）１０時～　公民館図書室（児童室）で行われます。

光
林
荘
に

ブ
ロ
ン
ズ
像
を
設
置

　

教
育
委
員
会
で
は
、
街
か
ど
美

術
館
の
一
つ
と
し
て
、
故
小
田
宗

作
氏
の
奥
様
（
キ
ス
さ
ん
）
の
寄

付
の
一
部
に
よ
り
、
ブ
ロ
ン
ズ
像

を
購
入
し
光
林
荘
ホ
ー
ル
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

作
品
は
新
制
作
協
会
彫
刻
部
創

立
会
員
で
彫
刻
家
の
佐
藤
忠
良
氏

が
昭
和
五
十
七
年
に
制
作
し
た

「
手
を
組
む
裸
」
で
、
白
い
石
柱

の
上
に
細
身
で
繊
細
な
デ
ザ
イ
ン

が
特
徴
。
胸
で
手
を
組
み
、
視
線

を
や
や
斜
め
下
に
向
け
て
い
る
表

情
が
女
性
の
き
っ
ぱ
り
と
し
た
決

意
の
よ
う
な
物
を
感
じ
さ
せ
る
作

品
で
す
。

　

光
林
荘
へ
お
い
で
の
際
は
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　５月は花の季節。

身 近 な 花 は も ち ろ

ん、山林の散策路で

は普段目にしない珍

しい山野草が花をつ

けています。森林か

ら 分 泌 さ れ る 成 分

「フィトンチッド」

は健康に良いと言わ

れ、森林浴の人気も

高まっています。

　春の散策会は片道

１キロメートルほど

の、縁桂の遊歩道で

行われます。散策後

の昼食では、山菜を

天ぷらにして味わい

ましょう♪

■日　時　平成２９年５月２１日（日）

　　　　　午前９時３０分（公民館前バス出発）

■持　物　歩きやすい服装、飲物、おにぎりなど

　　　　　（昼食に山菜の天ぷらをします）

■参加料　２００円（天ぷら材料代）

■申込み　５月１８日（木）午後４時までに公民館

　　　　　へ申し込み下さい。（℡62-3311）

公民館講座（おとべ学）

「春の散策会」に参加しませんか？
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タバコのポイ捨ては、絶対にやめましょう。家庭ゴミ、木の枝、枯草等の野焼きは禁じられています。

　

五
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
５
月
11
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
２
時
15
分

▽
５
月
23
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習 
午
後
３
時
45
分

運
転
免
許
証
の
更
新

お

済

み

で

す

か

お 知 ら せ

乙部町国民健康保険病院　５月外来診療日程表
午前8:30 ～ 11:00
午後1:00 ～ 3:00

診療受付時間
月～金（祝日除く）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

午
前

休
診

休
診 憲

法
記
念
日

み
ど
り
の
日

子
ど
も
の
日

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

奈
良

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

奈
良

金
子

宮
西

宮
西

午
後

宮
西

宮
西

宮
西

奈
良

宮
西

奈
良

村
瀬

宮
西

村
瀬

宮
西

村
瀬

宮
西

宮
西

村
瀬

宮
西

奈
良

村
瀬

村
瀬

村
瀬

宮
西

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　 診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、できる限り通常の診療

時間内に受診いただく等、適正受診にご協力お願いいたします。

自動車税の納期限は５月31日（水）です。

　自動車税は、納期限までに納めましょう。

　納めていただく方は、４月１日現在の所有者です。

（ローンで購入した場合などで所有権が売り主にある

場合は、買い主である使用者が納税義務者となります。）

　便利な口座振替やコンビニエンスストアでの納付に

加え、インターネット上の専用サイトからクレジット

カードでの納税もできます。

　納税通知書の発送日は5月8日（月）です。

　ご不明な点は、道税ホームページをご覧いただくか、

檜山振興局税務課までお問い合わせください。

◯檜山振興局税務課納税係（電話0139-52-6473）

◯道税ホームページ
　（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/index.htm）

　

町
、
江
差
保
健
所
、
道
獣
医
師

会
道
南
支
部
で
は
、
平
成
２
９
年

度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
及
び
畜
犬

登
録
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す

の
で
、
指
定
の
時
間
ま
で
に
所
定

の
場
所
へ
犬
を
連
れ
て
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。（
時
間
・
場
所
な
ど
前

年
か
ら
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

確
認
下
さ
い
。）

　

な
お
、
自
宅
訪
問
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
役
場
町
民
課
保

健
衛
生
係（
☎
６
２
―
２
３
１
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

往
診
料
と
し
て
９
６
０
円
が
か

か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
る

方
は
畜
犬
登
録
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

畜

犬

登

録

の

実

施

月日 時　間 場　　所

５
月
８
日
㈪

9:05 ～ 9:40 滝 瀬 寿 の 家 前

9:45 ～ 10:05 元 町 み な と 交 流 館 前

10:10 ～ 10:30 緑 町 公 営 住 宅 公 園 前

10:35 ～ 10:55 緑 町 乙 部 振 興 公 社 前

11:00 ～ 11:20 緑 町 役 場 前

11:25 ～ 12:00 館 浦 田 村　 強 宅 横

13:05 ～ 13:35 姫 川 旧 小 学 校 前

13:40 ～ 14:00 旭 岱 寿 の 家 前

14:05 ～ 14:20 千岱野 ふ る さ と 館 前

14:25 ～ 14:45 富 岡 旧 小 中 学 校 前

14:50 ～ 自 宅 訪 問

月日 時　間 場　　所

５
月
９
日
㈫

9:10 ～ 9:45
豊 浜

漁協石油タンク前
花 磯

9:50 ～ 10:00 潮 見 旧 明 和 小 学 校 前

10:05 ～ 10:15 可笑内 新 谷 商 店 前

10:20 ～ 10:40 元 和 八 幡 神 社 前

10:45 ～ 11:10 栄 浜 工 藤 一 成 宅 横

11:15 ～ 11:30 鳥 山 鳥 山 バ ス 停 前

11:35 ～ 自 宅 訪 問

料　　　　　　金

狂犬病予防注射手数料 2,560 円

狂 犬 病 予 防 注 射 済 票
交 付 手 数 料

550 円

計 3,110 円

畜 犬 登 録 手 数 料
（すでに登録されている方は必要ありません）

3,000 円
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５月の診療予定です

【山火事を発生させない心がけ】山林内で火入れをする場合は、許可が必要です。

最新型MRI装置

　　　導入しました

外来診療体制

整 形 外 科 午前 月から金曜日

循 環 器 内 科
午前 月から金曜日
午後 月と金曜日

消 化 器 内 科
午前 月曜日と水曜日と金曜日
午後 月曜日と火曜日と水曜日

呼 吸 器 内 科
午前 金曜日
午後 木曜日

総合診療（外科）午前 火曜日と水曜日と木曜日

外 科 午前 26日のみ

小 児 科 午前 月から金曜日（午後からの受診は事前に連絡願います）

泌 尿 器 科
午前 月から金曜日
午後 水曜日

精 神 科
午前 月から金曜日
午後 月曜日

産 婦 人 科 午前 月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前 2日.11日.16日.17日.25日.30日.31日
午後 10日.24日

眼 科
午前 11日.25日（予約以外の方は10時までに受付）
午後 10日.17日.24日

皮 膚 科 午前 火曜日

神 経 内 科  12日.26日

　診療科によって、曜日によって担当医が変わります御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 

　　　 （初診の方は、9時00分～） 

午後･･･13時00分～ 14時30分

　８年前に導入した装置から

アップグレードを行い、撮影時

間が早く、そしてよりきれいな

画像が提供できるようになりました。

撮影時間が早いので方向などを変えて画像を付加し、同じ時間で

診断価値が上がります。検査の種類は豊富で頭から足まで全身撮

影できます。残念ながら一か所に20分撮影時間がかかってしま

うので一回の撮影で全身撮影することは出来ません。心臓検査や

血管を造影剤使わずに撮影することも可能です。音を低減させる

技術もあるので小さな子供さんでも撮影可能です。

当院では、検査前に問診も含め検査の説明を行っております。検

査で判らないことは診療放射線技師にお聞きください。ちなみに

料金は変わりません。

――　造影剤を使わない検査画像です。――

☆お願い：当院の内科は、循環器内科及び消化器内科の専門

外来となっております。風邪や発熱などの症状のみの方は、

初期の医療を担当するお近くの病院、診療所を最初に受診し

ていただきますようご協力をお願いいたします。

ねんきんの窓

　函館年金事務所では、「事務相談所」を開設しております。

　平成２９年５月から平成３０年３月までの日程は下記のとおりとなっ

ております。

　なお、事前予約制となっており、定員になり次第締め切らせていただ

きますので、ご了承下さい。

　ご来場時には基礎年金番号のわかるもの（年金手帳・年金証書等）の

ほか、相談者本人であることを確認できるものをご持参ください。

函館年金事務所の「事務相談所」のご案内

予約先 江差町役場　町民福祉課　国保医療係　　電話 ０１３９－５２－６７２５

場　所 江差町役場（１階に案内看板があります）

日　時

　５月２３日（火）

１０：００　～　１５：３０

　６月２７日（火）

　７月２５日（火）

　８月２２日（火）

　９月２６日（火）

１０月２４日（火）

１１月２１日（火）

１２月１９日（火）

９：３０　～　１５：００
　１月２３日（火）

　２月２０日（火）

　３月２０日（火）

行政相談委員に今井琴音さんが
委嘱されました

　今井琴音氏（緑町）が平成29年

４月１日付けで、総務大臣から行

政相談委員に委嘱されました。

　行政相談委員は、税金、福祉、

教育、道路、登記、年金、河川等

の行政サービスについて、苦情、

要望、意見を聞いて中立な立場で

解決を図り、行政運営・制度の改

善に努めます。

　相談は無料です。町民の皆さん

に身近な相談相手ですのでお気軽

にご相談ください。

連絡先　今井琴音（緑町）

　　　　電話62―２７２７

下肢血管 頚部血管 胆嚢胆管膵管
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編
　
集
　
後
　
記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を

使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口

＝３月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減

世 帯 数 1,923（- ４）〈- ５〉

人 口 3,885（-21 ）〈-67 〉

男 1,780（-18 ）〈-42 〉

女 2,105（- ３）〈-25 〉

　

ご
け
っ
こ
ん

　
　

お
め
で
と
う

平成 29 年５月１日発行（第573号）

編 集・発 行　 乙 部 町 総 務 課 企 画 係

〒043-0103　北海道乙部町字緑町388

（TEL）0139-62-2311（FAX）0139-62-2939

ホームページ　http://www.town.otobe.lg.jp

　

今
月
号
か
ら
、
広
報
製
作
を
担
当

し
て
二
年
目
に
入
り
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
様
々
な
反
省
点
が
浮

か
び
、
後
悔
し
て
ば
か
り
だ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

写
真
の
撮
り
方
、
文
章
の
書
き
方

な
ど
数
え
上
げ
れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、

五
里
霧
中
に
な
ら
な
い
よ
う
、
計
画

的
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
．
Ｎ
）

5月は固定資産税〈第1期〉の納期限です。

米　

谷　

佑
太
朗
さ
　

ん
（

八
雲
町
）

佐
々
木　

春　

菜
さ
　

ん
（

元　

町
）

▽
地
域
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

　

株
式
会
社　

林
組

　

代
表
取
締
役　

林　

勲
さ
ん

二
百
万
円

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　

三
上　

修
さ
ん（
東
京
都

） 

一
万
円

　

亀
谷　

威
さ
ん（
札
幌
市

） 

五
万
円

　

桜
井
二
郎
さ
ん（
長
野
県

） 

三
万
円

　

大
田
口
宏
さ
ん（
大
阪
府

） 

一
万
円

　

永
翁
史
郎
さ
ん（
福
岡
県

） 

一
万
円

　

笹
谷
正
幸
さ
ん（
釧
路
市

） 三
百
万
円

　
あ
た
た
か
い
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

　

四
月
一
日
付
け
で
、
職
員
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◎
乙
部
町
人
事（　

）内
は
異
動
前

▼
総
務
課
地
域
振
興
対
策
室
長

（
北
海
道
よ
り
派
遣
・
経
済
部
食

関
連
産
業
室
）
平
田
孝
之
▼
会
計

管
理
者
兼
税
務
課
長
兼
出
納
室
長

（
財
政
課
参
事
）
萬
木
譲
▼
産
業

課
長
（
議
会
事
務
局
長
）
中
嶋
俊

哉
▼
国
保
病
院
事
務
長
（
産
業
課

長
）
品
野
肇
▼
建
設
課
参
事
（
建

設
課
長
補
佐
）
三
橋
佳
史
▼
財
政

課
長
補
佐
（
町
民
課
長
補
佐
）
品

野
百
合
子
▼
保
育
園
次
長
（
保
育

園
保
育
係
長
）
小
林
郁
子
▼
国
保

病
院
副
看
護
師
長
（
国
保
病
院
看

護
係
長
）
土
谷
志
保
子
▼
総
務
課

総
務
係
長
（
総
務
課
主
査
）
明
石

要
▼
財
政
課
財
政
係
長
（
町
民
課

国
保
係
長
）
山
本
裕
樹
▼
町
民
課

国
保
係
長
（
総
務
課
主
査
）
井
田

拓
身
▼
税
務
課
賦
課
係
兼
徴
収
係

（
町
民
課
介
護
保
険
係
兼
福
祉
係
）

田
中
凌
介
▼
町
民
課
介
護
保
険
係

兼
福
祉
係
（
産
業
課
商
工
労
働
観

光
係
兼
林
務
係
）
辻
廣
拓
哉
▼
町

民
課
福
祉
係
（
税
務
課
賦
課
係
兼

徴
収
係
）
東
堂
夕
貴
▼
町
民
課
住

民
係
（
財
政
課
経
理
係
）
工
藤
ひ

と
み
▼
産
業
課
商
工
労
働
観
光
係

（
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
学
校

教
育
係
）
細
畑
佑
一
郎

◎
新
採
用

　

（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
）

▼
建
設
課
水
道
温
泉
業
務
係
兼
管

理
係
安
澤
郭
弥
▼
町
民
課
包
括
支

援
係
佐
々
木
知
世
▼
保
育
園
主
査

早
瀬
幸
美

◎
退　

職

　

（
平
成
29
年
３
月
31
日
付
け
）

▼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
兼
税

務
課
長
宮
川
寿
巳
▼
建
設
課
参
事

石
島
正
光
▼
保
育
園
次
長
長
濱
玲

子◎
再
任
用

　

（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
）

▼
総
務
課
参
事
阿
部
優
子
▼
出
納

室
参
事
阿
部
久
子
▼
保
育
園
長
冷

水
義
明
▼
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
長

濱
玲
子
▼
国
保
病
院
看
護
師
小
野

惠
子

◎
乙
部
町
教
育
委
員
会
人
事

　

（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
学
校

教
育
係
（
建
設
課
水
道
温
泉
業
務

係
兼
管
理
係
）
川
道
裕
斗

◎
乙
部
町
議
会
事
務
局
人
事

　

（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
）

▼
議
会
事
務
局
長
宮
川
寿
巳
（
再

任
用
）

◎
乙
部
町
監
査
委
員
人
事

　

（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
）

▼
監
査
委
員
書
記
併
任
宮
川
寿
巳

（
再
任
用
）

◎
乙
部
町
選
挙
管
理
委
員
会
人
事

　

（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
）

▼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
併
任　

総
務
課
総
務
係
長
明
石
要

◎
乙
部
町
農
業
委
員
会
人
事

　

（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
併
任
産

業
課
長
中
嶋
俊
哉

昇
格
者

▼
団
本
部
寺
島
光
泰
（
副
団
長
）

▼
第
一
分
団
長
尾
文
雄（
分
団
長
）

須
田
政
博
（
副
分
団
長
）
川
上
英

志
（
班
長
）
▼
第
二
分
団
岩
澤
貢

（
分
団
長
）
若
木
弘
幸
（
部
長
）

大
坂
忠
史
（
班
長
）
▼
第
四
分
団

鈴
木
英
大
（
班
長
）

入
団
者

▼
第
一
分
団
菊
池
正
晃
▼
第
四
分

団
井
尻
旭
美　

大
橋
直
季　

大
橋

昌
季

退
団
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
団
本
部
菊
池
要
一
▼
第
一
分
団

由
利
公
平
▼
第
二
分
団
小
林
敏
文

▼
第
三
分
団
亀
田
谷
允
▼
第
四
分

団
笹
田
幸
男

３
月
15
日
～
４
月
14
日

消
防
団
の
人
事
異
動

職
員
の
人
事
異
動

　

こ
ん
に
ち
は

　
　

よ
ろ
し
く
ね

平
田　

琉
り
ゅ
う

惺せ
い

く
ん
（
真
一
・
真
耶
・
男
の
子
）

滝
瀬

村
上　

セ
ツ
さ
ん（
91
歳
）元　

町

中
野　

基
忠
さ
ん（
71
歳
）栄　

浜

梅
川　

好
彦
さ
ん（
76
歳
）館　

浦

前
田　

隆
藏
さ
ん（
91
歳
）緑　

町

　

お
く
や
み

　
　

も
う
し
上
げ
ま
す
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